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１．研究計画の概要 
現代の都市化社会に生きるヒトに対して

摂取エネルギー制限を中心とした食行動の
変容を行い、それによって人間のどの行動や
特性と関連付けているのかを調べるために、
生理、心理指標等を測定し、都市化社会に生
きるヒトにおける生理人類学的研究の基礎
研究とする。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 ヒトはその人類史の中でほとんどの期間
を狩猟採集生活ですごし、自然環境への適応
可能な生理機能を獲得し、それに伴う行動様
式を獲得することにより生存をはかってき
た。自然環境下での食行動は、飢餓環境に対
して耐性をもつものであったことが推察さ
れる。人類史における飢餓状態を反映してい
ると考えられる絶食や、食事制限をヒトに対
して実施し、その生理的影響を検討した。こ
れまでに得られた主な成果は下記の通りで
ある。 
（１）ヒトに対して食事制限を数日間行って
代謝について評価したところ、基礎代謝は低
下を示した。また、基礎代謝は食事制限の程
度と正の相関を示していた。一方、食事制限
による体重の減少度は、代謝に比べ小さかっ
が、食事制限により、基礎代謝の低下が起こ
ったため、摂取食事量の低下が体重に反映さ
れにくくなったことが示唆された。 
（２）食事制限にともなう、生理指標を測定
する際に必要となる脳波測定において、脳電
位マッピングソフトウエアを開発した。 
（３）絶食、現代食の代表ともいえる高脂肪

食摂取、および標準食摂取の 3条件において、
自律神経活動、空腹感、満腹感、食欲、疲労
度等の主観的指標、体温、心拍等、生理・心
理指標を計測した。絶食群は高脂肪食や標準
食に比べ、副交感神経活動を反映すると考え
られる心拍変動の HF 成分が上昇し、心拍数
が低下していた。さらに、体熱産生を反映す
る心拍変動の VLF 成分および総自律神経活
動（Total Power）が上昇していた。高脂肪
食群および標準食群では、摂取後から摂食欲
求が低下し、満腹感が上昇した。絶食は、副
交感神経活動が亢進していたが、気分や自覚
症状において他の 2群と差が見られなかった
ことから、活動性の低下を伴わず、また、抗
うつ作用がある可能性が示唆された。さらに、
絶食時の総自律神経活動の亢進および副交
感神経活動の亢進から、絶食には循環器疾患
リスクを低下させる可能性が示唆された。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 これまでに、成果として、学会発表 9 件、
論文を 4 件出していることから、おおむね順
調に進展している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度は最終年度にあたるので、これまで
の研究成果のうち、未発表のものについては、
学会発表および論文において報告を行う予
定である。それとともに、平成 20 年度の研
究成果との継続性から、食事制限による生
理・心理指標に高次脳機能も加えて測定する
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予定である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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